
































The Century Dictionary Cyclopaedia and Atlas，1900, TheTimes （山本天文台資料 3-80-1～10） 
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 1990 年代中ごろだったろうか、宇宙物理の同窓会が 10 周年を迎えるにあたり教室・天
文台をめぐる人物の逸話を発掘することをぼちぼちと始めた。その時にめぐりあったのが、
山本一清と中村要であった。宇宙物理が物理学教室から独立し産声をあげたころ、まだ京










   
藤井善助       月光亭門、石垣は現存       月光亭庭園、右奥にドームがある 
      
藤井天文台。観測室周囲のフラ   ゼントネル 16cm 望遠鏡    標準時計、気圧計、温湿度計 















































































    
    清浦伯爵夫妻を招いて月光亭で開催された園遊会     茅葺東屋と 3 吋ブッシュ望遠鏡と 


















月光亭（藤井天文台）跡。現在は検察官舎となっている。      月光亭敷地概略図 














・山本一清述、「藤井天文台 天文通信」、第 1 回－第 77 回、滋賀日報、大正 11 年、（資料 
番号：2-S5-20） 
























































                京都市東山区山科御陵四丁野町六十八番地 
                   関 西 光 学 研 究 所 
                     安東長義 堀井政三 宮澤 堂 


















































から 2,000mm までくらいのものがある。 















昭和 3 年頃の下鴨界隈（「京都近郊東北部」一万分の一地図）。 
























あたりに引っ越してきて、1946 年から 1964 年の間に 75 作品を撮影している。撮影所にも
時々つれていってもらったそうだ。 
  






























に山本の米国留学時期が重なる。山本資料のなかには、The New York Times の日曜版にあ
たる Book Review と Magazine が 1920 年代から 1930 年代にわたってかなりの部数保存さ
れている。欧米留学や国際会議の時に現地で購読し、ある程度部数がたまると船便で日本
の実家に送っていたものと思われる。その中に 1936 年 7 月 5 日版があり、A Fine Novel of 





（1936 年 7 月 5 日ブックレビュー版、山本天文台資料 3-35-1） 
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・冨田良雄、「ペルー皆既日食撮影に使われた 35 ミリ映像カメラ」、『第三回天文台アー 
カイブプロジェクト報告会集録』、天文台アーカイブプロジェクト、2012 
・冨田良雄、「映画『天地明察』と京大日食展」、『あすてろん』1 月号、NPO 法人花山星空 
ネットワーク、2012 
















60 インチとし、さらに 25 分割した図版として出版した。彼はカルバー46cm 反射のほかに
クック 10 インチ屈折も使っていたらしいので、単純な計算はできないが 46cm を出版年よ
りも 20 年前に望遠鏡を入手したとすると、製作されてから 2014 年現在で 124 年が経過し
ている。これは従来京大天文台で一番古い望遠鏡とされるザートリウス屈折赤道儀よりも
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さらに古い望遠鏡ということを意味する。彼の著書 The Moon (1931)のまえがきには、ウ
ィルソン山天文台の 100 インチ望遠鏡による月面写真を各所に掲載し、これらの写真が彼
の 10 インチクック屈折鏡の把握とほぼ同じ詳細を示していると述べている。グッドエーカ
はカルバー46cm を手放したあとは 10 インチ屈折での観測を主力にしていたことが推測で
きる。晩年のグッドエーカはイギリス海峡に面した英国南端のボーンマスに居を構え望遠
鏡を設置していた。 
      
    ジョージ・カルバー（1834 – 1927）       ウォルター・グッドエーカ（1856 – 1938） 
 
  
グッドエーカが出版した詳細月面図（1910）と著書 The Moon（1931） 
 グッドエーカはロンドンで家庭用のカーペット工房を経営していた父ウィリアムのもと
リバプールに生まれ、家業を継いだ。天文愛好家として月面観測にうちこんだ。若い頃は
リバプールの天文同好会のメンバーであった。1890 年に英国天文協会 BAA のメンバーと
なり、1897 年から 1937 年にかけて同会の月部会の副会長を務めた。その間に、詳細月面
86
図やクレータの形成について論じた本を出版するなどめざましい活躍をおこなった。その
業績により Walter Goodacre Medal and Gift が設置され、また月面のクレータのひとつに
グッドエーカの名前がつけられている。 













インチから 8 インチ口径のものを中心に約 4,000 面の反射鏡を製作し、最大のものはリッ
ク天文台の 37 インチ反射赤道儀である。90 歳をこえてもしごとを続け、中村要が手紙のや





















・Goodacre,W., 1906, Lunar nomenclature on the …, M.N., vol.66, 92-96. 
・Goodacre,Walter, 1910 , A map of the moon in XXV sections, with Index, London. 
・Goodacre, Walter, 1925, Mysterious landscapes of the lunar world, Travel, vol.XLV,  
no.6, Chicago, Travel Pub Co. 
・Goodacre, Walter, 1931, The moon with a description of its surface formations, fully  
illustrated by the author’s revised map of the moon, Pardy & Sons 
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 カルバーの製作した反射鏡の殆どは 5 インチから 8 インチ、f/9 から f/12 の範囲にあり、
頑丈な架台に載せてニュートン式、カセグレン式の両方に対応していた。彼はまた注文に
応じて 10 インチ、12 インチ、15 インチ、18 インチから 37 インチまでの大型鏡も製作し
た。後者の一台は今日でもリック天文台のクロスリー反射望遠鏡（1895）として使われて
いる訳注 3。 






















 カルバーは 90 歳台まで仕事を続け、1927 年 7 月 4 日に亡くなった。ハンナもちょうど








   
図 1．ジョージ・カルバー    図 2．カプスタン式架台に載った  図 3．ホレイス・ダルの 1877 年 
                12 インチカルバー鏡 4        製 10 インチカルバー鏡 5 
脚注： 
[1] ウィズは天文アマチュアとして約 200 面の反射鏡を生涯に製作した。それに比べると 
  カルバーはよりすすんだ家内工業的レベルだった。 
[2] ロス 3 世はヴィクトリア朝期における偉大な天文愛好家である。アイルランドのパーソ 
  ンズ・タウンにある館において、雇人たちに彼自身の仕様に基づく巨大なスペキュラ 
  ム鏡をつくらせた。彼の力作は 1845 年に建設された 72 インチ反射鏡（「パーソンズ・ 
  タウンのリバイアサン」と呼ばれた）である、この望遠鏡を用いてある星雲（独立し 
  た銀河であることが後に発見された）の渦巻き構造を分解した。このスペキュラム鏡 
  は蒸気機関を動力とする往復装置に載せて研磨された。その往復装置はロス卿が当時 
  の最先端技術者の相談にのってデザインしたものである。 
[3] ルートンに住んでいた晩年のホレイス・ダルがイプスウィッチのオーウェル天文台に直 
  接連絡してきた。彼はオーウェル公園の屈折望遠鏡の対物レンズの再研磨と洗浄の仕 
事を 1973 年、1977 年と 1979 年に行った。ダルは第一次世界大戦後、カルバーと定期 
的に文通していた。 
[4]  12 インチカルバー反射望遠鏡の一台はカプスタン型架台に載っている。この望遠鏡は 




期的に使用されている。しかし 1980 年代のはじめに天文協会は開発のために湿った敷 
地を立ち退く必要にせまられ、この望遠鏡は不明の人物に売却された。 
[5] ホレイス・ダルのカルバー反射鏡は、ヴィクトリア朝天文アマチュアの間で普及してい 
  たバーソン式架台に載っている。 
（Orwell Astronomical Society(Ipswich) のＨＰ
http://wwwoasi.org.uk/History/Calver.html より冨田が翻訳） 
 
[訳注 1] フーコー試験のこと。 
[訳注 2] 鏡面の過修正、負修正について: 古典的なガラス鏡研磨法では、2 枚のガラス材を 
共擂りして、まず所定の曲率半径（焦点距離の 2 倍）をもつ球面に整形研磨する。そ 
の後ピッチ面をつかった偏心擂りなどにより微妙な修正を施して回転放物面鏡（球面 
収差 0）に仕上げる。このとき、修正擂りをやりすぎると回転双曲面（球面収差 > 0） 
となり、修正不足だと回転楕円面鏡（球面収差 < 0）となる。カルバーは、夜間に気温 
が下がって鏡面が変形しちょうど放物面になるように、アンダーな修正を施していた 
とされる。 
[訳注 3] リック天文台のクロスリー反射望遠鏡については『天界』第 3 巻第 25 号（1922） 
  の口絵に写真が掲載されており（下図左）、中村要が紹介記事を書いている。現在のこ 
  の望遠鏡の様子がリック天文台のホームページに掲載されている（下図右）。鏡筒の構 
造が、田上天文台の 46cm 反射望遠鏡と瓜二つである。 
    
      1920 年ころのクロスリー望遠鏡       現在のクロスリー望遠鏡 
『天界』第 25 号より            リック天文台のＨＰより 
  中村要の上記口絵説明を全文引用する。「クロスレー反射望遠鏡 米リック天文台の此 
  の有名な三呎反射望遠鏡は中々いはれつきの器械である。反射鏡は有名なカルバー氏 
  の製作である。コンモン氏は此れを使用して星雲の写真に成功し 1884 年英国王立天文 
92




リック天文台年報第 8 巻に発表されて居る。近年にはカーチス氏が写真に使った。リ 
ック天文台に据付け後器械に不完全な所があり器械部を新たに作り口絵に見る様な美 
事な大体英国型の赤道儀にされた。反射鏡は口径 36吋焦点距離 17呎 7吋である。（NK）」 




になるという巧妙な手法を用いていたことが判った。シュミットは 1884 年のベッセマ 
ーのアイデアを知っていたのかも知れない。 





















手の野邑氏と観測準備をしている写真が数枚残されている（第 4 回報告会集録、47 ページ
参照）。 
第二観測室は、土蔵の上に 3 階を増築して回転屋根をのせ、中にカルバー46cm 鏡を設置
していた。1 階は 1951 年に改装してカメラや映像関連の機器を保管するガラス戸棚を設置
したり、壁面に棚をつくり世界の著名な望遠鏡の模型を並べたりして「陳列室」と呼ばれ
てていた。研究棟は東面と南面にバルコニー付きの木造 2 階建て 4 室からなり、第 2 研究
室が先生の書斎、第 4 研究室には 2 段ベッドと印刷物を擂るガリ版の道具類があった。ほ






央放送局が現地ロケをおこない制作した番組「学生の時間 天文台」（昭和 29 年 7 月 28 日










月 28 日に後藤晶男に送ったものをあげると 








1946 年 恒岡美和、寺元、伊達和光 
1947 年 伊達、恒岡、戸嶋 
1948 年 冨森、岡本 
1949 年 槙野、井坂安宏 
1950 年 野邑俊彦、松田、藪保男 
1951 年 藪、野邑、大東  （夏期：松村、今井） 
1952 年 （夏期：治田、中川） 
1953 年 野邑 （夏期：田端、佐脇、長井） 
1954 年 野邑 
1955 年 野邑 
1956 年 野邑 
1957 年 野邑 
1958 年 野邑 

















・冨田良雄、「山本天文台の観測装置の変遷」、『第 4 回天文台アーカイブプロジェクト報告 
会集録』、2014 
（2014 年 10 月 冨田記） 
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